
 

 

 

 

             第２１号 

平成２２年２月１６日 

 茨城県立土浦第一高等学校進修同窓会 

     旧本館活用委員会 

 
同窓会旧本館活用委員会の事業であります、県外文化財建物視察に、昨年７月、

同窓会本部役員・旧本館活用委員会委員１７名で、長野方面を視察してきました。

見学した３件に本校旧本館校舎を加えて、洋風建築のうち「木造の公共建築」の

流れを追ってみます。      
         旧開智学校 
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明
治
時
代
の
初
期
、
各
分
野
の
技
術
導
入
に
と
も
な

い
、
必
要
な
建
造
物
が
外
国
人
技
術
者
の
指
導
に
よ

り
建
て
ら
れ
、
明
治
５
年
に
開
通
し
た
鉄
道
の
新
橋
・

横
浜
駅
舎
、
富
岡
製
糸
工
場
な
ど
も
関
連
、
そ
れ
ら

は
、
多
く
の
日
本
人
の
知
的
好
奇
心
を
揺
さ
ぶ
っ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。
と
は
い
え
、
西
洋
建
築
の
構
造
・
意
匠
を

日
本
語
で
解
説
し
た
本
・
・
・
が
あ
っ
た
と
は
思
え
ま
せ

ん
。
既
存
の
建
物
を
真
似
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
は
ず

で
す
。
輸
入
品
の
絵
画
・
写
真
な
ど
も
入
手
で
き
れ
ば

参
考
に
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

こ
の
よ
う
に
し
て
日

本
人
の
建
て
た
も
の
は
、
「
擬
洋
風
建
築
」と
い
う
呼
び

方
で
区
別
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
後
年
の
も
の

と
比
較
し
て
価
値
が
一
段
低
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
明
治
の
先
人
の
意
欲
と
努
力
の
結
晶
と
し
て
後
世

に
伝
え
る
べ
き
も
の
で
す
。
旧
開
智
学
校
を
建
て
た
地

元
の
大
工
棟
梁
（
立
石
清
重
）
は
、
東
京
の
西
洋
風
建

築
を
見
学
に
出
向
き
、
ス
ケ
ッ
チ
に
描
い
て
設
計
の
参

考
に
し
ま
し
た
。
そ
の
時
の
、
手
の
平
く
ら
い
の
和
紙
を

綴
じ
て
毛
筆
で
描
い
た
ス
ケ
ッ
チ
帳
が
、
旧
開
智
学
校

内
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 
（明
治
９
年
建
築
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土
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中
学
校
本
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見
様
見
真
似
で
ス
タ
ー
ト
は
し
た
も
の
の
、
そ
れ
で

は
飽
き
足
ら
ず
正
当
な
技
法
を
学
ぶ
た
め
に
、
明
治

10
年
、
英
国
人
建
築
家
ジ
ョ
サ
イ
ア
・
コ
ン
ド
ル
（1852

年
９
月
28
日
ロ
ン
ド
ン
生
ま
れ
、1920

年
東
京
で
逝
去

67
歳
）を
工
部
大
学
校
教
授
と
し
て
招
聘
し
ま
し
た
。

現
在
の
東
京
大
学
工
学
部
で
す
。
そ
の
教
え
子
で
、
後

任
教
授
と
な
っ
た
辰
野
金
吾
に
、
本
校
旧
本
館
校
舎

を
設
計
し
た
駒
杵
勤
治
技
師
は
、
師
事
し
た
の
で
す
。

本
校
旧
本
館
校
舎
は
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
と
解
説
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
偶
然
そ
う
見
え
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
数

あ
る
様
式
の
中
か
ら
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
を
選
び
、
他
の
様

式
を
混
入
さ
せ
な
い
よ
う
意
識
し
て
設
計
さ
れ
て
い
る

の
で
す
。
模
倣
す
る
だ
け
な
ら
簡
単
で
は
？
と
い
う
の

は
、
情
報
の
海
で
溺
れ
か
か
っ
て
い
る
現
代
人
の
感
覚
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
駒
杵
勤
治
技
師
の
卒
業
設
計
図

書
が
、
現
在
も
東
京
大
学
で
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
石

造
邸
宅
の
設
計
図
・
仕
様
書
と
も
、
全
て
英
語
で
書
か

れ
て
い
ま
す
。 

（明
治
37
年
建
築
）
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制
松
本
高
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明
治
の
末
か
ら
大
正
時
代
、
洋
風
建
築
の
細
部
意
匠

は
、
日
本
人
好
み
の
も
の
が
生
き
残
っ
て
い
き
ま
す
。
鎌

倉
時
代
、
仏
教
建
築
の
様
式
と
し
て
「
唐
様
（
禅
宗
様
）
」

と
「
天
竺
様
（
大
仏
様
）
」
が
伝
来
し
ま
し
た
。
「
唐
様
」

が
、
従
来
の
「
和
様
」
と
混
じ
り
合
い
な
が
ら
広
く
普
及

し
た
の
に
対
し
、
「
天
竺
様
」
は
後
が
続
か
な
か
っ
た
の
と

ち
ょ
っ
と
似
て
い
ま
す
。
西
洋
で
の
「
ァ
ー
チ
」
は
、
石
造
り

で
は
構
造
上
必
須
で
す
が
、
木
造
で
は
外
観
だ
け
な
の
で

少
な
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
公
共
建
築
で
は
予
算
の
制
約

も
あ
る
た
め
、
実
用
性
を
重
視
す
る
方
向
に
進
む
の
と

重
な
り
、
和
風
に
回
帰
す
る
の
と
も
違
う
、
独
特
な
雰

囲
気
が
生
ま
れ
ま
す
。
後
に
信
州
大
学
文
学
部
と
な

り
、
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
の
た
め
取
り
壊
さ
れ
る
予
定
で
し

た
。
し
か
し
、
保
存
を
望
む
多
く
の
市
民
の
熱
意
に
よ
り

「
松
本
市
あ
が
た
の
森
文
化
会
館
」
と
な
り
、
図
書
館
、

大
小
の
催
事
、
サ
ー
ク
ル
活
動
の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
。 

（
本
館
大
正
９
年
、
講
堂
大
正
11
年
建
築
） 

歴
史
に
「も
し
も
」は
禁
句
で
す
が 

 

 

大
正
12
年
９
月
１
日
の
関
東
震
災
の
教
訓
か
ら
、
耐

震
・耐
火
性
に
す
ぐ
れ
、
高
層
化
の
容
易
な
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
り
が
、
大
規
模
な
公
共
建
築
で
は
主
流
に
な

っ
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
鉄
骨
造
り
の
普
及
や
製
造

法
の
進
化
し
た
ガ
ラ
ス
の
応
用
に
よ
り
、
従
来
か
ら
の

様
式
に
こ
だ
わ
ら
な
い
構
造
・
意
匠
が
世
界
中
で
流
行

し
ま
す
。
日
本
の
建
築
家
も
世
界
の
建
築
家
と
同
じ
土

俵
で
競
い
合
え
る
時
代
に
な
っ
た
の
で
す
。
ま
た
、
日
本

人
の
日
常
生
活
に
さ
ま
ざ
ま
な
洋
風
が
溶
け
込
み
、

洋
風
建
築
と
い
う
区
分
は
意
味
が
薄
れ
て
い
き
ま
す
。 

駒
杵
勤
治
技
師
は
、
大
正
８
年
に
42
歳
で
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。
も
し
も
、
長
命
で
あ
れ
ば
、
さ
ら
な
る
新
し
い

時
代
の
要
請
に
応
え
た
建
築
作
品
を
創
り
出
し
て
い
た

で
し
ょ
う
。

信州大学繊維学部講堂天井「蚕糸のシンボル蛾」

旧制松本高校本館校舎

ー
」
と
い
う
曲
線
主
体
の
様
式
も
あ
り
、
現
代
の
家
具

な
ど
に
も
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
外
部
は
比
較
的
簡
素

な
の
と
対
照
に
、
内
部
は
木
地
ニ
ス
仕
上
げ
の
荘
重
な

雰
囲
気
で
す
。
完
成
時
点
で
は
、
「
上
田
蚕
糸
専
門
学

校
」
だ
っ
た
た
め
、
養
蚕
に
関
連
す
る
も
の
を
内
部
の
装

飾
モ
チ
ー
フ
に
し
て
い
ま
す
。
建
築
に
限
ら
ず
、
文
化
財

と
し
て
の
価
値
判
断
の
基
準
の
ひ
と
つ
に
、
そ
の
時
代
の

特
徴
を
よ
く
表
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
意
味
で
、
今
後
、
注
目
さ
れ
る
建
物
と

思
わ
れ
ま
す
。 

（
昭
和
４
年
建
築
） 

 

信
州
大
学
繊
維
学
部
講
堂 

 

上
田
市 

  

欧
米
で
は
、
古
く
か
ら
の
様
式
を
尊
重
す
る
一
方

で
、
19
世
紀
末
頃
か
ら
新
し
い
様
式
も
模
索
さ
れ
ま

す
。
こ
の
講
堂
は
、
「
セ
セ
ッ
シ
ョ
ン
」
と
い
う
直
線
主
体
の

様
式
を
早
速
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
「
ア
ー
ル
・ヌ
ー
ヴ
ォ


